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I はじめに
人間は二つの相反する性行を在している.哲学者のM.ハイデガーは「訪復， erranceJ と「定住，
habiter Jを指摘している.
「定住」は，長期にわたって恒常的に安定性を望むことによる.この定住性は，たとえば地表を開
発する文化を生じ，農業社会や鉱山都市などを生じさせてきた.それに対して 紡径は変化や冒険を
求めるものであり，真理の非時間的な探求を望み，世界においては遊牧生活や詰業活動，あるいは文
化の地域間交流などを生じしめてきた.
自宅を離れることの定住化した都市化社会における観光業は，さまざまな形態からなり，訪復と定
住，すなわちり苛遊」と i帯在」との多様な統合状況を誕生させている.
二つの概念のまず第一の基本的な差異は，都市文化が発展する地方では，生活する人間による流動
性が主要な住宅を所有し，居住することの恒常性が別荘所有へと移行することである.とくにフラン
スの場合，心理的にみても経済的にみても，人びとの別荘を所有するという希求は強い.
一方，社会が高度化するに伴って 余暇・観光業は人びとの間に普及するようになってきている.
fトラヴァイユ (travail)J というフランス諾が存在する.この「労働J を意味する語は，ラテン語
では，“tra"は r三つJ という意味からなり，“vail"は「杭j なる意味をもつため，二つの諾を合
成して「三つの杭」という意に相当する.三つの杭はあばれまわる家畜を雁字揚めにする状況を示し
ていた.そのため rトラヴァイユ」も現在，労働・仕事という意味の他に，苦痛・骨折などの意味
を残している.この語源からも理解できるように，フランス人をはじめとするヨーロッパ人は，労働
からの開放に対する希求が，古い時代から強かった.
余暇のさまざまな楽しみ方は 19世紀に主としてイギリス人の主導によったが それは自然、への回
帰の一つの願望でもあった.第二次世界大戦中に，フランスにおいて，全労働者が休暇をとることが
できる有給休暇制が世界に先がけて導入された.それ以降，ヴァカンスの期間は少しずつ延長され，
今自では 5週間になっている.一方，ヴァカンスはかつて上流階級に限られていたが，徐々に大衆化
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しつつある. ヴァカンスが普及したフランスでは， I 山iハ1民7去よ汁市?古部;:!出j巳:や;行治h旬Ji企:宇訂!
して，大都市近郊のj長村部に週末の「第二の日iJ:i:しも誕~j:_し，マルチ・ハピテーションのwy代を)ffiえ
ようとしている.
そこで本J命は， Ill~界で、もヴァカンス先進国であるフランスをヰ川河として，そこでのヴァカンスをな
るべく多方面から分析しようとするものである.
まず最初に，ヴァカンスと観光そして余INに1M]して それぞれの概念を終J:II¥しておきたい.
ちなみに， 日本の場合，観光とそれに近い概念である余暇について，以-，どのように示している 1)
「鋭光とは自己の自由時間(=余暇〉の中で，鋭}~，知識，体験， 1irj動，休養，参加， Wi-十¥1の鼓対等，
生活字の変化を求める人IMjの基本IYJ欲求を充起するための行為(=レクリエーション)のうち， [1 ';i¥. !I:_ 
活i習を離れて異なった自然，文化等の環境のもとで、行なおうとするー述の行動をいう .J
この中にある「余I!ZJ とは， 1日24時間のlゃから， I睡眠，飲食， J.JPflせの生nnl下j欲求に lì~づく i王子 II\j と，
勉強，家事，勤務などに要する業務1I割合](:Iill勤通学時間を含む)を差しつiし1た I~I 分の I~I [jl定志によっ
て処理可能な時間を指す
J.Lミショは，第 11主に示されているように，観光・余暇そしてヴァカンスの三者の関述をi当化し
ている.ヴァカンスは，まず第一に余1mにも観光にも一部分が重複するものである.観光の主要な指
標は， 24時間以上の移動を伴うものであり，この点にi渇してはヴァカンスも戸j様なものである --)5.，
余暇は「気ばらしをしたいという動機」が主要な指標である.この点に関してもヴァカンスは，同様
な内容を包含している. したがって，ヴァカンスは観光と余暇の中間に位泣している
フランスでは，夏期のヴァカンスに関しては1965年から， また冬期のヴァカンスについては， 1969 
年から調査がなされている.現在のようなヴァカンスについての調去は， 1973年以降行なわれるよう
出張，会議
気ばらしの旅行
巡礼
移動する人びと
はι冬季スポ
ーツ，田園)
主な指襟:州
「一一一一一一一一一一
ヴァカンス
短期JIHjの気ばら
しのための滞在
スポーツj舌動
文化的活動
リクリエーション・
自然への副編
し一一一一一一一一一一一五一一一一一__j
余:II，~ 
二一ι一「一一 一「
σの){移多重動方 I I とし、う5動功t機幾
L一一一一一一一一一一一一一一一_J
(主として経済的アプローチ) (主として社会的アプローチ)
第 1図 ヴァカンスの位置づけ (Jean.LllCMichalldによる)
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になっている.調査は年に 21m， 1止;出;に対して行なってきている.調査主体は， INSEE ([JD立統計経
済研究所)である. 5月に調査する対象は，冬期]ヴァカンスであり， 10月に実施するのは夏期jのもの
で、ある.
アンケートで伎汗jするヴァカンスの概念は，通常のものと異なっている. INSEE が0)t;J ]3~ を行なう
にあたって，用いているヴァカンスとは，自宅を離れて少なくとも 4泊以上宿泊し，その呂的が職務
上のことや研究に関すること そして病気治療を除いたものである.この定義は ヨ一口 yパの他の
諸国でも使用されているものである.
ヴァカンスは，広義に使用され，家族で滞在したり，観光地ではない場所に滞在したりしたものを
も含む.また，ヴァカンスは業務用の観光は含んでいない点では観光より狭い概念である.
INSEEが調査し rヴァカンス白書」が発刊されており，本稿の主要部分はそれに基づいている.
その内容は，ヴァカンスへ出発するフランス人はいかなる人であり，ヴァカンスへ出発する人はいか
なるほどか，いつ出発し，そのiヨ程はいかなるものであるか.あるいは，どこへ出発するのか， どの
ような宿泊施設を使用するのか等々が質問されている.
アンケートの対象となったのは，約80001ι帯であり，調査は全国各地のINSEEによるものである.
調査対象世部;は，すべてのヴァカンスの出発と滞在，期間等に関して家族全員になっている.
世;57とは，つねに同じ家屋に居住しており，以下のような事例は世帯から除外されている.長い間
留守にしている寄宿生，兵役下の寧人，療養所そして養老院，転借入， I可居している使用人などであ
る.世帯に関しては その規模 ヴァカンスに出発する佐帝人数，年間所得，ヴァカンス中にフラン
スあるいは外国において どの程度出費するかなどが問題となる.
1!~! 人に隠する質問事項は 性別，年齢社会的階層 年間所得額中に占める出費，世帯が位置する
コミューンなどにわたっている.ヴァカンスの滞在については以下の二つに区分される.その第一は
ーヵ所に滞在するものである.このタイプは同じ場所に 4泊以上滞在し，固定的なものである.一方，
回遊は 4日間以上自宅から離れるが， [可一個所に 3日間以上滞在しないものである. さらに，調査の
対象はフランス国内のヴァカンスにとどまらず，外国に滞在するヴァカンスにまでも及ぶ.その際，
いかなる宿泊施設を使用するのか，使用する交通手段，旅行の形態，いつから滞在がはじまるのか，
あるいは滞在のB数はいかなるものであるかに隠して回答したものが集計されている.
E ヴァカンスの諸特性
I -1 ヴァカンスの諸相
フランス人がヴァカンスを楽しむ割合は，年々，増大しつつある.第2図にみられるように， 1964 
年時点では，フランスで約45%の人びとが享受していた者が， 1985年に至ってほぼ60%に達している.
ヴァカンスのうちほとんどが夏期ヴァカンスによるものである.一方 冬期ヴァカンスを楽しむ割合
も増加傾向にあり 1984年から85年にかけて減少はするものの フランス人に冬期ヴァカンスが浸透
しつつあることがわかる.さらに 冬期スポーツも人びとの間に急速に普及しつつあることは明白で
ある. 1975年時点では その普及率は 5%に達しなかったが 1984年には10%を越えるようになって
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第 2函 フランスにおけるヴァカンス享受率の年次的変遷
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第 3図 フランスにおける居住地別にみたヴァカンスの享受率の変選
資料:lNSEE 
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いる.今後，フランス人の冬山におけるスポーツ・ヴァカンスの動rilJに注目したい.
第 1表には，フランス人のヴァカンスの享受率と滞在自数の変遷について， 1981年から85年にかけ
てのものが示されている.夏期j ヴァカンスを享受する~{は， 53-54 %で安定しているものの，夏期に
ヴァカンスを支:する手急対委文は， ] 981i三の2840TJ人均、ら85i1三の2940万人とお投I首位以i]にある. フランス
人]人あたりの滞在日数が，約191:1であることは近年の数年間では大きな変動がない
そして，ヴァカンスの滞在場所は，匡1勾が80.9%，それに対して外@]が]9.1%であり，国内でのヴァ
カンスの ìf~::{:E が!王倒的で、ある. しかし，外国でのヴァカンスの滞在も， 20%弱を i主iめており，外壁iで
のヴァカンスも重要視せねばならない.
第41_;Z1は，フランスにおいて所得額から見て，ヴァカンスをいかに享受しているかを示している.
厄iからも明瞭に読みとれることとして，当然のことながら，所得額に応じてヴァカンスの享受率が高
まることである.例えば，年間所得首長20、000フラン以下であると，その享受率は26%しか達しない
しかし240，000フラン以上になると，その享受率は89.8%にも至り，この所得階層に属する人びとは
ヴァカンスをほとんど享受していることになる.このように，所得額が低い階層はヴァカンスに出か
けることができず，一方，その額が高くなれば，ヴァカンスを楽しむことになる
ヴァカンスのi時期は， i1iI述の通り支持lと冬期に集中する.とくに夏期の 7月と 8月は，まさにヴァ
カンスの時期となり， 2ヵ月間でヴァカンスへ出発するのは， 1 it三1サ全体のうち， 51. 2%にも達する.
そしてクリスマスの休H肢がある12月に7.8%，復活祭の休みがある 3月にも，上記の割合は6.9%にな
る.
外i主iへヴァカンスのために出発するのは，とくに 7月 (26.3%)に集中し， 7月と 8月を合計する
と， 51. 6 %と過半数を示すことになる. また， 6月にも， J二記の数値が8.9%に達する.全体的な傾
向として，ヴァカンスを外国に求める割合は，全ヴァカンスのうち，夏期にはピークが早めに訪れる.
ヴァカンスの出発が集中する 6)~ 1日から 9月30日までの間の状況は，第 6図に示しである.上記
の期間のうち，最大のピークは 7)~ 15日から 7)~ 3]日までであり，第 2番呂が8月 1日から 3日まで
であり，それに続くものとして， 8月41ヨから14日までであり，前述の通り， 7月15日から 8月14日
の 1ヵ月{日jにヴァカンスの集中がある. さらにもう一つのピークは， 6月28自から 7月 1日にも存在
第 1表 フランス人のヴァカンスの享受率と滞在日数
l淵年!附年|附年 I1似年 I1985年
夏Wlのヴァカンス*を享受する人 28.4 28.6 29.6 29.3 29.4 単位:]007]) 
夏期!にヴァカンスを享受する率 (%) 54.3 54.4 55.2 53.9 53.8 
ヴァカンスのi+!i荏 EI数 (単位:10075) 705.0 706.0 732.0 723.1 722.6 
うちフランス 572.0 583.0 608.0 588.3 584.7 
外 i豆i 133.0 123.0 124.0 134.7 137.9 
1人あたりの滞在日数 (日) 19.4 19.1 19.4 19.5 19.0 
* 5pj]EIから 9}~ 30日まで 資料:INSEE 
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第6図 フランス人の夏期ヴァカンス(6 )~ 1 日 ~9 月 30 日)への出発
資料:INSEE 
する.このように いくつかのピークが存在するものの ヴァカンスは 6月下旬から 8月下旬の 2ヵ
月間に集中することがわかる.
ヴァカンスを享受する者の年齢についてみると 14歳未満の若年層と30歳から39歳までの中年層が
ヴァカンスを享受する割合が高い. 1961年以昨，享受率はすべての年齢層に対して増大傾向を示し
ただしその変化は一様でない.たとえば 70歳以上の高齢化層の享受率は18%から34%まで、に上昇し
た.すなわち，ヴァカンス現象においても高齢化社会が反映ーしている.
1974年までの時点では，年齢層からみると 25~29歳層が全体の中で最高を示していた. 1975年以降
になると， 30~39歳j蓄が中心的なものに移行した.すなわち， 30-39歳層が1961年時点では44%であっ
たものが， 1985年には65%に達した. I可様に14歳未i荷の若年層も伸びている.この年齢構成比の変容
によって，ヴァカンスが家族単位でなされている動向を把握することができる.
]J-2 ヴァカンスの滞在場所・日数
本項では，ヴァカンスヰlにいかなる場所に滞在するか，その日数はいかなるものであるかを検討し
てみる.
第 2表は，ヴァカンス中の滞在場所と宿泊場所を掲げている.滞在場所は，海岸，農村，山岳の個
所に集iやする.とくに，海岸部でのヴァカンスに人気が集中する.海岸部に滞在する者のうち r両親・
友人の家屋」の割合が8.2%にも達して，著しく高い.全体的にみて，ヴァカンス中の滞在場所として，
「両親・友人の家屋j の占める割合が34.1%にも達し，全体の3分の]以上を占めて圧倒的に高い.
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第 2表 フランスにおけるヴァカンス IIIO)i':;'，: イI)J)jl サ r と lH~(1場所 (1985 1 1'.) 
( lji.f;!: :出)
1I1.ilji i f1) i '1 ~: 1 li;. J;{ ~~'J tl ilJ 全体
十一一一一一一一一
ホテル 2.3 3.9 0.9 0.8 9.2 
1/[ 1'tli' i'1 bI1ii没 6.4 6.0 1.2 0.2 13.8 
りIj ~l 3.7 2.2 4.7 0.2 10.8 
fiiJj$見・友人の家!ぷ: 0.7 8.2 3.8 13.9 7.5 34.1 
I!ij $見・友人の)j!J:il 0.1 4.2 2.9 3.0 0.2 10.4 
テント・キャラノ〈ン 1.2 7.9 1.9 1.9 12.9 
その他 0.4 3.0 3.8 1.2 0.4 8.8 
/iL i 3.7 35.7 24.5 26.8 9.3 100.0 
資料:INSEE 
第3表 フランスにおけるヴァカンス中の滞在場所ーと交通機関(198511:) 
( ijtí;/~ : %) 
鉄道 自動車 バス 飛行機 ~:;úrl その{世 合計
loJ 遊 5.1 76.0 7.0 3.2 8.7 100.0 
ilf]: 10.5 82.1 1.6 4.4 l.4 100.0 
LJ IiTiJ : 14.6 78.4 5.3 0.7 1.0 100.0 
J具2、IJζ 1 村 13.0 82.8 1.7 l.1 1.4 100.0 
者1 市-その他 30.0 63.7 0.9 4.5 0.9 100.0 
1i二h1 79寸 2.7 2.6 100.0 
資料:INSEE 
その他，宿泊施設として， 10%台を示すのは r賃貸宿泊施設J，rテント・キャラパンJ，サ!j:H=J，r両
親・友人の別荘」であり，非常に多岐にわたっていることがわかる.ヴァカンスilJ!J支の長い歴史をも
っフランスにおいては，ホテルで、のr宿;主お!ヨ訂I{泊iじ自:ヨiカがf沖宇布柱相i七目:l土対;Jれj
友人の家1崖崖崖屋毘毘:Jカがfかなり普及しており，都市住民が異なった環境を求めて，里帰りする様相もうかがえ
る.他方，ヴァカンス中に回遊する割合はきわめて低率であり 日本の休1支での行動と著しく異なっ
ている
第3表は，ヴァカンス中に月?し 1る交通手段が滞在場所ごとに集計されている.使用する交通機関と
しては，自動車が圧倒的な割合で，全体のほぼ80%に達する.とくに，海岸・農村部への移動には，
自動車が重要な役割を来たしている. また，鉄道使用も 13.8%を占め r都市・その他」への旅行に
比率的高し】割合を示している.その他自立つ現象として r船舶・そのimJが1m遊に使月3される割合
が高く，パスが181遊と LJ岳部への交通手段として多く使用されている.外国でのヴァカンス滞在には，
当然のこととして飛行機利用が高率を占め， 1985年には32.3%であり，自動車利用も44%に達し， さ
らに鉄道利用は13.5%である.
次に，ヴァカンス中の滞在場所の経年変化についてみると 概観して 1964i:j三から20年後の1985年
までの間，大きな変化はない. しかしわずかな変容が生じている.その第ーには，農村部での滞在は
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第7図 フランスにおけるヴァカンスの滞在場所の経年変化
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減少傾向にあり，一方，海岸部での微増が続き，同様に， LJ岳部での滞在もわずかながら増加傾向に
ある.それに対して 回遊型のヴァカンスや都市部に滞在する都市型ヴァカンスの割合は，つねに低
い割合を占めてきた.
冬期ヴァカンスの滞在場所を経年的にみると(第 8図)，冬期ヴァカンスに冬期スポーツ旅行も含
まれるため， LJ岳部で、の滞在が圧倒的である.同様に，海岸部での滞在も微増の傾向にある.その一
方，冬期には農村部での滞在が微減しつつある.
冬期ヴァカンスは，主として夏期のものの補完的なものとして発達してきた.その結果，一年間に
夏期のみならず冬期の休暇という 2つの休暇が生じるようになってきた.冬期ヴァカンスを享受した
約84%の人間は，前年の夏期ヴァカンスを楽しんでいる.現在のところ冬期ヴァカンスの期間は夏期
ヴァカンスに比較すると短いものである.すなわち，冬期のものは平均して l人あたりは日間である
が，夏期のそれは約25日間になっている.
夏期・冬期ヴァカンスに関して，県日Ijの入込客数を考察してみる(第 9[豆).まず，夏期ヴァカン
スの入込客数の地域的分布を!翠化した結果，多数の入込客数を示す県を類型化すると，以下の 3つの
類型!化が可能である.第 lには， ピスケー湾に沿う諸県である.ブルターニュ地方のフィニステール
県からはじまり，さらに，ヴァンデそしてシャラント・マリティム県に至る地方である.第2の類型
は地中海沿岸地方であり，とくにピレネー・オリエンタル県の西端からはじまり 多数の入込客を収
容するのは，エローそして地中海東部のヴァルとアルプ・マリティム県に至る地帯である.勿論，夏
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期の日照時間の長い気候下で 海水浴を楽しむ人びとが集中する.この類別には，地中海にうかぶコ
ルシカ島も含まれる.第 3 の類型は，アルプスの UJ 麓に i~i=I宣する諸県であり，就中，オート・サボ、ア
県を中心としている.この三つの類型に続いて入込客数がそれほど多くないが， イギリス海1夫にfuiし
ている3者県カfある. ソム，セーヌ・マリティム両県ーを中心、とする3者県である.
上記の類型からわかるように，地中海沿岸，ピスケー湾沿岸そしてイギリス海峡にifIiした沿岸には，
夏期ヴァカンスとして人びとが集中する.この海岸滞在型に加えて，アルプスLi箆のようにUJ1主滞在
型も存在する
第10厄iは県7}!Jに冬期jヴァカンスの入込客数を示している.この地図も特徴的な様相を表現している.
入込客の大多数は，オート・サヴァア県からジロンド県にわたる束内に引かれる線の市!日IJに集中する.
この図の分布においても，地中海沿岸のアルフ0 ・マリティム県とヴァル県に集仁j=lし， ピスケー湾に而
するパス・ピレネー県やジロンド県などの諸県が含まれる.以上の海岸滞在Jr;~!に加えて， LIJ岳滞在出
が表れている.サヴォア県，さらにはイゼール県とオート・アルプ県に多数の入込容が集中する.一
方， ピレネーUJ脈に近接するパス・ピレネ一県，オート・ピレネー県，オート・ガロンヌ県にも冬期
のスポーツと関係して 入込存が流入する
総じて，冬期ヴァカンスに関しては，フランスの北半分の地方から，南半分の地方へと人びとの南
下移動がみられる.いずれにしても フランスには]年間を周期とするヴァカンスによる移動が各地
において生じている.
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第 9図 フランスにおける県別夏期ヴァカンスの入込客数(1985年)
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次に，職業日Ijにみたヴァカンスの滞在日数に関してみてみる(第11図).まず 全体の滞在日数は，
きわめてわずかであるが微減の傾向にある.しかし 日本と異なって 全体の平均としてヴァカン
スが30日に達しているという事実が存在する
フランスにおいては 職業別にみてヴァカンスの滞在日数が著しく異なる点にも特色がある.管理
職と中間管理!織は全体の平均値を上まわり，他方，会社員，労働者，経営者(本稿では，中小企業・
商j苫・中ノトホテル・レストラン・ i喫茶j苫などの経営者を意味する) 農業従事者などは平均値より下
まわる. とくに，農業従事者のヴァカンスの享受が現在において著しく少なく， しかも，過去からさ
かのぼって減少傾向にあることが注話すべき点である.
職業7jlのヴァカンスの滞在日数を経年的にみると，農業従事者を!徐いて，他のカテゴリーは，徐々
に平均値に近づく傾向を示していることに特徴がある.換言すれば フランスにおいては職業的にみ
て滞在日数にあまり差がみられない方向に向かっていることになる.
第4表は，居住地7JiJにみた冬期ヴァカンスの 1人あたり滞在日数について経年的に示したものであ
る.まず最初に注自されることとして 農村コミューンと人口 2万以下のコミューンに関しては，
1975年以降85年まで、は縮小する傾向にある.それに対して パ 1)大都市圏とパリ市に関しては，上記
期間中，その数値は増加に向かっている.そのため，農村コミューンや人口 2万以下のコミューンと，
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第4表 フランスにおける J~H1J也自 IJ にみた冬期ヴァカンスの 1 人あたり i帯在 FI 数
1975'1 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 
JYt+~J コミューン 15.8 14.9 14.0 13.4 15.3 13.3 14.3 12.5 13.9 ]2.8 13.2 
人1]2万以 iごのコミューン 13.2 ]5.4 13.3 12.9 13.2 ]4.5 12.7 ]3.7 ]3.6 12.2 11.8 
人口 2jJ ~ 10万 13.8 14. ] 12.5 13.6 13.9 15.9 12.2 12.7 15.] 13.3 14.0 
人[110万tj、Hノ¥1)を15:く) 14.1 ]4.2 15.4 14.7 13.1 13.7 13.3 ]4.9 13.7 13.4 13.7 
/ ¥ 1)大都市出i 14 .1 15.9 ]4.6 ]5.3 13.5 13.8 14.1 14.4 14.2 14.8 15.1 
/¥I)rlT 16.5 18.7 17.7 19.3 16.4 17.0 19.8 17.4 18.5 18.9 ]8.6 
ゴマ 体 14.3 15.4 14.6 14.7 ]3.9 14.3 14.0 14.2 ]4.4 ]3.8 14.] 
資料 INSEIミ
パリ大都市i歪!とパリ市にJfiHlする人びとの冬期ヴァカンスの l人あたり滞在日数の差は，少しずつ開
く侍iI勾にある.
一方，農村'コミューンからパリ市まで，人口集積の異なる規模の範障害に関しては，一般的には，人
口集積の低い居住地の方がその高い居住地に比較して l人あたりの滞在日数は短くなる傾向がある.
しかし，農村コミューンと人口 2万以下のコミューン，人口 2万-10万と人口10万以上(ノfリをi除く)
などには， JIi"i位の逆転があり，人口集積と滞在日数とには，正しく比例しているとは限らない.
日-3 ヴァカンスの宿泊施設
フランスにおける宿泊施設に関しては 1964年以降 両親・友人の別荘と肉親・友人宅に依存する
割合は，とくに1974年まで著しかった
一方，テント・キャラパンを使月3するヴァカンス享受者が増加した. 1975年以降，ヴァカンスでの
利用宿泊施設の大きな変遷はない.ただし， 7]iJ荘で過ごす割合が高まり， 1964年の10.7%から1985年
の15.0%の数値が示すように 別荘所有の普及が認められる.そして テント・キャラパンを利用す
る人びとは， 1964年から1975年まで増大し，その流行が広まったかのように考察されたが， 1977年以
降，微減を続け， 1985年には， 15.4%になっている.同様に微減が続いているのは，ホテル利用であ
る.フランスのようにヴァカンスの期間が長い国では，ホテルで過ごすことは少なくなりつつある.
他方，両親・友人家屋・両親・友人別荘，そして，賃貸宿泊施設，バカンス村・ユースホステルな
どの範騰の割合は， 1974年以降ほとんとご変わっていない.
いずれにしても，フランスにおいては，両親・友人別荘，両親・友人宅でヴァカンスを過ごす割合
が高い.この形態は 経済的負担を軽減していることになる.向時に，上記の宿泊施設を利用するこ
とが多くの割合を占めることは，ヴァカンス大半が国内にとどまることをも示唆している.
フランスのヴァカンスの大半は偶々人の計画によって実施されている.しかし，労働者組合やヴァ
カンスのための組織体による役割も大きい.社会的な観光業を進めるために 組織体が所有する休暇
施設を一般に公開している.社会的な観光には，子供達のための宿泊施設 (colonie de vacances)や
家族に用意された宿泊施設 (villagesvacances familiales， VVF) も建設されている. ミッテラン政府
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第12図 フランスにおける冬期ヴァカンス滞在Jj]rvi-の経年変化
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は，老人，身体障害者，そして女性層に対して，休Illjfをより多く与えるような計隔を促進している
したがって，フランスにおける社会的観光は， 1;tJ r;lすで大きな役:訓を 11めるようになってきている.
第13図は，職業別による宿泊施設を示している.職業によらず最も利用される宿泊施設は，両親・
友人宅である.就中，草Jめ人の階層の多くは，両親・友人宅そして彼らの別荘を利用する.一方，テ
ント・キャラパンの利用にも職業によって，大きな差興が生じている.労働者・サービス業従事者は，
テント・キャラバンを20%以上利用し，農林業従事者(15.3%)層も勤め人 (13.5%) もそれらを多
く利用している結果があらわれている
一方，ホテル利用と別荘でヴァカンスを過ごす様相も職業によって呉なっている.すなわち，ホテ
ル利用の最も高い階層は商工業経常者(18.6%)である.そして，別荘の利用に関しては，自由業・
上級幹部(15%)層が最も高く，それに商工業経営者が続く.
一般に，商工業経営者， 自 Fll 業・上級幹部などの;言宗谷者は，百1J~lr ・ホテル等の利用割合が高く，一
方，勤め人，労働者，サービス業などの階層は，両親・友人宅そしてテント・キャラパンを利用する
率が高くなる.このように，ヴァカンスの宿泊施設は，社会階層に応じて異なっている
11-4 ヴァカンスの享受率のJil域的主異
ヴァカンスの享受率は，年々， S14なっている(第141丞1). I示iJ1寺に，職業によっても，その享受率は
大きな差異をともなっている. とくに上級管理・ I:jJlIi] リ長はヴァカンスの享受率は高く，前者は
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第13国 フランスにおけるヴァカンス享受者のi操業別による宿泊施設
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第14国 フランスにおける社会・経済的職業別によるヴァカンス享受率
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1965年にはゴそを交の60%台にとどまっていたカ¥' 1985年には90%をj!立えるようになった.同じように，
中間管理)~三は， 1965年には60%台であったが 上 I己の期間に80%台になった. _I二記Il'Iiカテゴリー は14
)J 1I 1頃 IIIJ にあるが，年々わずかな走~そのせ:じており， ヴァカンスも経済の;1犬j兄をi政!ぷに受けている.た
とえば， 1970年代中頃のオイルショ y クによる与えj兄は，ヴァカンスの享受平にもわずかな響が~J:_ じ
ている.
一方，農林業従事者は，他の職業に比較して，ヴァカンスの享受率が著しく少ない. 1965年から85
年にかけて，それは培力If，頃Itjにありながら，数年間ごとに収減が著しく呉なり， 1985年のi時点で、は，
わずかに20%をl泣えるに過ぎない.近年，フランスの民林業就業者数は急速に減少しているが，ヴァ
カンスの享受機会が少ないことも，若年層の農林業への就業を低下させている袈 I~j とも考えられる
長いJtJJIMlを考えると，社会i切なjl{:y層のひらきは縮まりつつあるが，近年，寓硲}首(管理JfiIt) と非谷
層(労働者・農業従事者)には差異がはっきりするようになってきた.
第 15[~j と第 16121 は，それぞれ夏期と冬期のヴァカンスの享受率の経年変化を表示している.変則の
ヴァカンスの社会・経済的職業別享受率は，通年のヴァカンス動向とほぼj可様である.一方，冬期!ヴァ
カンスは新しい現象であり，あらゆる階層においても増加傾向にある.
職業別にみると ， _l二級管理・専門的な自由業層が最上f~:I) に佐世し， 1973年から]985年にかけて， 50 
~70% に達し，フランスの富裕層における冬期ヴァカンスの普及の般若さがうかがえる.第 2i立にか:
;置している職業グループは，中1:¥]1奇 ~!lV習であり， 1985年に主つてはほち0%に達するほど普及している
一方，冬期jヴァカンスがいまだト分に普及していないi結局がある J支林業従事者層は，最下位に位
置している. 1974年から1980年まで冬期ヴァカンスへの参加が急速に1忠力1し， 1980年から8111ミに減少
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第15図 フランスにおける職業別による;夏期ヴァカンス
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第161Zl フランスにおける職業別による冬期jヴァカンスの享受率の変遷
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したが， T'E}び増えて， 81年から83年に増加し， 10%近くに達したが 1983年以降は再び減少傾向にあ
る.
フランス国内において地方別にみて，夏期ヴァカンスの享受率が異なることを考察してみたい.
1977年の時点において，イル・ドゥ・フランス地方の人びとの実に80%がヴァカンスを享受している.
ヴァカンスの享受に関しでも，イル・ドゥ・フランス(I日名称:パリ地方)が中心である.
夏期ヴァカンスを享受する割合が， 50%を越えるのは，イル・ドゥ・フランスを除いて，ローヌ・
アルプ (56.9%)とペイ・ドゥ・ラ・ロアール (51.1%)の両地方のみである.上記の分布パターン
は，ローヌ・アルフとペイ・ドゥ・ラ・ロアールの両地方を結ぶ線の北東部に概して高率地域に存在
することに特色をもっ.フランスの都市化や工業化が論じられるとき フランスの南北性や東西性が
問題となる.各地方のヴァカンスに関する享受に示されるパターンも 上記両者の特色と一致する.
すなわち，ヴァカンスの享受の程度は，それぞれの地域の都市化・工業化段階に一致し，フランスの
地域構造に潜む基本的なものを表出している.
第18[認は， I可じように夏期ヴァカンスの地方別享受率を1985年時点で示している. 1977年時点のも
のと分布ノfターンは，基本j'0には異なることはないが，傾向がより鮮明になっている.まず第]に，
イル・ドゥ・フランス (77.6%)の優位也:は維持されている.上記の享受率が50%以上の地方は，オー
ト・ノルマンデイー サントル・ペイ・ドゥ・ラ・ロアール，ローヌ・アルプそしてオーヴェルジュ
の諸地方であり，イル・ドゥ・フランスを除いて 5地方である.これらの高率地方は，ペイ・ドゥ・
18 
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第17図 フランスにおける地方別民間ヴァカンスの立受不(1 977:q. ) 
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ラ・ロアール地方とローヌ・アルプを結ぶJl!.;ij:に集中している.一方，低率地方は， 1)ムザンとラン
グドック・ルシオンのjilj地方である
第17，] 8 [111j[~1 が示すように，夏期ヴァカンスの享受者平の地域的ノ f ターンは 年々 ， 1有北性と京jJLi
tJ::を鮮i封にj手き)形りにしている.すなわち，フランス国内では， ヴァカンス字受者カ'q判より:1ヒ部，凶
より東部に集I:jコし，イル・ドゥ・フランスが特出している.この様相は 同ヨーロッパ内での観光業
のJ;fJ縁部・核心部の現象とともに，フランス国内にも存在していることと云えよう
次に，冬期ヴァカンスの享受率の地方JIj分布パターンを主1るために，第191'Z1と第201)1を得た. 1977 
-78年時点での冬期ヴァカンスの享受不をみても，イル・ドゥ・フランス (35.1%)の卓越性は変わ
らない. イル・ドゥ・フランス以外で享受率が20%を泣えるj色ブiは存在せず，享受不が10%を越すj色
方は， 15地方存在しその分布状況をみると，三つのグループに分けられる.まず第]は，イル・ドゥ・
フランスとそれを開むサントルとオート・ノルマンディーの[lIj]地方で、ある.
第 2のグループは，アルプスLlI)J氏に近いフランシュ・コンテローヌ・アルプそしてプロヴァンス・
アルプ・コートダジュール，コルシカ j誌で、ある.これらの地方は冬WJスポーツの一大拠点で、あるアル
プスj也方に近J妾しているため， を示すものと考えられる
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第18図 フランスにおける地方自Ij夏期!ヴァカンスの享受率(]985年)
資料:lNSEE 
第3のグループは，ミディ・ビレネ一地方であり この地方も冬期スポーツの拠点であるピレネ一
地方に近接しているために，高率を示していると思われる.
1985-86年にかけてのフランスにおける地方別冬期ヴァカンスの様相は 第20図が示している.
1977 -78年の全国平均値が17.9%であったものが， 1985-86年にかけて24.9%に達したことからも理
解されるように，冬期ヴァカンスはフランス国内で広く普及するに至っている.
1985-86年時点で，享受率が低く 10%台でとどまっているのは，ノール，ロレーヌ，ポワトゥー・
シャラント， リムザンそしてオヴェルジュの 5地方である.これらの地方は，アルプス， ピレネ一両
U_IJJ長に対しでも近接性が低い.
日Ij;H:の全家屋に占める割合は，第211玄jに示されている.別荘が集中する地域には 3つのタイプが存
在する.第 lには山岳地域であり アルプス1麓の諸県が典型的である.その他 ピレネー山脈の位
置するルシヨン県もこのタイプに属する.中央高地に位置するオート・ロアール ロゼーヌそしてア
ルデイ yシュなどの諸県にも別荘の割合が高い.
第2のタイプは，海岸に位置する諸県である.地中海沿岸のヴアール県やアルプ・マリティム県で
の別荘率は高い.カンヌからイタリア庖境までは，コートダジュールとよばれ とくにニースからイ
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第四図 フランスにおける地方別冬期ヴァカンスの享受半 (1977/78年)
資料:INSEE 
タリア国境まではリヴィエラ (I<iviera) と名づけられており，全フランス内でも別荘が集i千1してい
る地域である.この地方は，夏には乾燥して日照時間がI長いが，海洋の影響を受けて暑すぎることは
ない.一方，冬は溢1妥であり，海岸の背後にはLJ-1';-が存在するため， とくにミストラルという局地風
を防ぐ位i置にある.コートダジュールの開発は， 19世紀後半に鉄道の敷設によって国際的な観光地と
なり，とくに冬の休暇地として，初期の段階では主要であった. しかし，現在では反則ヴァカンスが
中心になるように，当地の役割が変遷した
一方，海岸部での別荘は，ピスケー湾にilfするヴァンデ県やシャラント・マリティム県にも集結し
ている.
第3のタイプは，内陸部に位置するが， EEl I罰 (1'0 な環境によって，りIJ~:E を引きつけているイヨンヌ県
やニエヴル県，そしてクリューズ県などがある.現在フランスにおいては， I~l 宅と夏HJj ・冬期j ヴァカ
ンス用の別荘に加えて，週末のための第 2の別荘が普及し始めている.その立j地也は， とくにパリを仁
心とした地方にみられる.多くの事例として，挙家離村したf支局ミを者Is-，li住民がH/li入して，内部を改装
するものである.このような複数別荘所有が普及しつつある.
フランスには観光資源が多い.パ J)ゃあるいはロアールJ1の歴史・文1tl'l句遺跡にはじまり，地iこ1=1i1j: 
21 
35%以J二
20-35% 
15-20'7も
15%以下
020Okm 
第20図 フランスにおける地方別冬期ヴァカンスの享受率 (1985/86年)
資料:INSEE 
沿岸のニースやサントロッべなどのリゾート地があり，冬期にはアルプスやビレネー[jJ)振での冬季ス
ポーツも楽しめる.そのため，外国人の別荘も増加しつつある.たとえば，ラングドック・ルシオン
を例にとれば，全家屋の4.4%が外li人による別荘によって占められ，面積にすると， 5万haに達す
る.フランスに別荘をもつのは とくにオランダ ベルギー，そしてドイツ人などである.
1973年から76年の間に，外!主人によって購入されしかも常時居住していない家屋は， 13，605家屋に
達した.それらの国内での分布は，ローヌ・アルプに4，698，プロヴァンス・コート・ダジュールに
2.275 ラングドック・ルシオンに1.948 アキテーヌに1，728 パ 1)地方に766，アルザスに421，そ
の他のフランスに1，769件となっている2) フランスの地価はヨーロッパにおいて相対的に安価なた
め，他のiLEiヨーロッパ諸匡!の人びとの別荘投資が進むものと思われる.
第22[~] は，外国人所存による常住していない別荘の分布図である.本j翠は毘内全体の別荘の分布図
(第211~1)に類似している.すなわち海岸，山岳地帝，担額地帝に外国人の別荘が立地する.それに
加えて，著しい特色は，パ 1)rliとその周辺部に集中していることである.さらに，アルザス地方から
ロレーヌ地方にかけた国境沿いにも別荘の分布が多くみられる.
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第21図 フランスにおける公家}誌に IJjめる)JIj:jTの訓介(19751ド)
資料 :INSEE 
E フランス人の外盟でのヴァカンス
出-1 外国におけるヴァカンス
フランス人が外国でヴァカンスを過ごすようになったのは， 1945年以F年のJi象であり，その後，フ
ランスの社会・経済的環境にJ，[，じて外出でのヴァカンス形態は呉なってきた.フランス人が外毘で支
出する費用によとべると，外国人がフランスに流入して使用する金額の方が多い.すなわち観光業の支
出決算に関しては 黒字であり，この傾向は1970年代以降変わらぬ傾向である
1980年初頭においては， フランスは多数の外出入観光存を迎え入れ， It界で、もおりも容の流入の最も
多い国の一つにあげ、られている.外国からの観光客は，同ヨーロッパからのものが約85%を占めてお
り，国別ではドイツ，ベルギー，オランダそしてイギリスからが約70%を占めている. 仁記の諸i豆!と
は，道路網やフェリーで直結しており，フランスは出ヨ一口 yパにおいては近接性の詩川、位置におか
れていることは勿論のこと，多数の外i耳人を迎え入れるにふさわしい観光資源を有している.
北アメリカからの流入は 全体去の 5%にしか迷せず ヨーロッパIT遊観光の一部としてフランス
を訪れる場合が多い.外国人の観光者の才二数以上が， 6・7・8月に集i十iし，フランス居内でのヴァ
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第22国 外出入による別荘取得(1974年)
資料:lNSEE 
カンス客の混雑さに， さらに拍車をかける結果となっている. しかし， ドイツ人の第 2のヴァカンス
先として，フランスが選ばれる傾向にあり，夏期ヴァカンスの混雑経和に-WJとなりつつある.
第5表は，夏期と冬期に分けて，フランス人がし寸、なる留でヴァカンスを過ごしているかを表して
いる.雨期とも I~百ヨ一口 y パの諸留にとどまる割合が高く，夏期の76.7% と冬期の64.0% が示されて
いる.とくに夏期には スペイン(アンドラを含む)・ポルトガルそしてイタリアの 3カ国で49.6%
となり約半数に至る.夏期にはi出ヨーロッパのうち 西ドイツ オーストリア，イギリス，ギリシア
なども高率を l主めている i出ヨーロ yパ以外では 北アフリカも高い割合を占めるのに注呂したい.
アルジエリア，モロ yコ，そしてチュニジアのマグレブ3国は，合計して14%を越えており，この集
中は，冬期においても同様である.
冬期のヴァカンスの様相は，夏期と多少異なっている.部ヨーロ yパに集中するものの夏期に比較
してその程度は低い.間ヨーロッパの中でも，illI寒地として選ばれるスペイン・イタリアなどには，
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第5表 フランスにおける立JlJJ.冬J!JJヴァカンスの外Iliへのi':l'i{l:
スペイン(アンドラを合む) 15.8 23，0 
;-J~ }レトブ'j}レ 3.8 1:).0 
イタ 1)ア 10.9 13.6 
スイス 5.4 3.，1 
P!Jドイツ・オースト 1)ア 11.9 8.8 
ベネル yクス 1).8 2.2 
スカンジナピア フィンランド， 0.4 0.5 アイスランド
イギリス 8.6 5.6 
ギ、 1)シア 2.1 5.1) 
トルコ 0.3 J .2
i百ヨ 64.0 76.7 
ユーゴスラピア 1.1 2.1) 
ソj主.~f ヨーロッノ f 1).2 1.4 
京ヨーロ ッパ合計 5.3 3.8 
アルジエリア 3.9 
モロソコ 5.5 
チュニジア 1).7 
jヒ -y フ カ f1二E1、 14.4 14 ， I 
その他のアフリカIl長国 7.5 1.5 
アジア諸1 2.0 0.9 
tjlj立京(イスラエル， レバノン) 1.4 0.5 
アメリカイ?衆医i 35 1.4 
カナ夕、 0.4 
-t の {也 1).7 
0.3 
中央アメリカ(メキシコ) 0.4 
資料 INSEE 
多くの人びとが訪問し，一方 冬期!スポーツとして同ドイツ・オーストリアなどが選ばれている.そ
の他，前述の通り， j1lf寒地としてかつての納氏地であったマグレブ諸国とともにその他のアフリカ諮
問にも高い割合カfみられる
フランス人がヴ、ァカンス中にいかなるl:mで滞在するかに関しては 第231ilが示している.前述の第
5表で理解できるように，夏期!ヴァカンス容が冬期ヴァカンス容をはるかに上まわっており，そのた
め本凶は夏期ヴァカンスの傾rilJに類似、している.この流動l:glが表現しているように，フランス人のヴァ
カンスを地J或的に分析すると フランスから市 iぐする釘[1訂にある.スペイン・ポルトガル，アルジエ
リア・モロッコ・チュニジア イタリア そしてユーゴスラピア・ギリシア・トルコ・イスラエル・
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第23図 フランス人によるヴァカンス中の国外で、のif在先(]985年)
資料:INSEE 
レバノン諸由を合計すると，全体の75.1%に達する.この南下現象は西ヨーロッパとその周辺地域へ
移動することであり，当地域内の核心部.JilfJK:支部現象を如実に表現しているといえよう.
日]-2 外国における滞在場所
フランス人による外留でのヴァカンスは増加する傾向にある.第24[~1 は，外国でのヴァカンス中に
いかなる場所が選択されるかが経年的に示しである.本図の中では，まず第一に，海岸部に滞在する
割合が年々増える傾向にある.1964年には，海岸部に滞在する割合は28.6%であったが， 1985年に至っ
て38.5% に達するようになった.第231翠と第24[~J を重ね合わせると，フランス人は自由から南下し，
主として海岸部に滞在するようなヴァカンスの形態が主流であるといえよう.
一方， J農村吉1)に滞在する割合は， 1964年から80年まで増加する傾向にあったが，近年には再び20%
を下まわるようになった.日本人は休暇中に回遊形態をとるが フランス人はその割合は比較的少な
い. 1964年には19.7話であったが， 1985年には17.1%であり，フランス入のヴァカンスの主流は，滞
在型であることがわかる
フランス人が外国でのヴァカンスでいかなる宿泊施設を利用しているかに関して，第251翠が表示し
ている.@からも明白なように 肉親・友人宅そしてそれに加えて両親・友人の別荘が1985年には
49.3%に達し，約半数を l主めている.一方，ホテルの利用は1960年代以降減少傾向にあり，賃貸宿泊
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第24図 フランス人による外国におけるヴァカンスのit在場所の経年変化
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第25図 フランス人の外向におけるヴァカンスIの山泊施設
資料:lNSEE 
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第26密 フランス人の外出における冬期ヴァカンスの滞在場所の経年変化
資料:INSEE 
施設はもともとわずかで、あったが，さらに縮小しつつある.ホテル利用は国内外ともに高額所得者に
よる傾向が強い.このように フランス人の外由でのヴァカンスの滞在は 費用の余りかからない形
態が主流をif-めつつある.他方，他国での別荘所有は， 1964年にはわずかに1.4%であったが， 1980 
年代j以弐引i降埠その芸斜1合が11;ω;
;1ι品荏j芸:を所有する{傾母頃副{討!向古丙iが強まる動i向fお句[司jを7背寺景として， フランス人もまた外国に別荘を所有するようになって
いる.このように，西ヨーロッパの申では， 1霊境を越えた百IJ荘所有が徐々に進み，居住のマルチハピ
テーションとともに ボーダレスな様相が生じつつある.
フランス人の外l!lにおける冬期ヴァカンスがし 3かなる場所でなされているかを経年的に表出したの
が第261-Z1である. 1[1]遊しながらのヴァカンスが1981年には22.7%に達し その後わずかに減少しつつ
ある.最も卓越した形態は者ISTI1での滞在であり， 1984年には30%を越えていた.第二番目に多い場所
は，海岸部であり， 1975年以降，微増を続けている.逆に，減少傾向があるのは，農村部と山岳地帯
であり，この結果をみる限り，フランス人の外国でのヴァカンスは，都市的な地域を選好しているよ
うに思える.
フランス人の外国でのヴァカンスの滞在場所と指泊場所をクロスさせたものが，第 6表である.そ
の結果は本表からわかるように，多;f恭Itに;烹んで、いる.ただし，宿泊場所ではホテルと両親・友人の
家屋-の両者で69.8%を占めているのが特徴的である.ホテルを宿泊場所と定めたものは，回遊するか
海岸部に滞在することが多い.両親・友人の家屋に宿泊するものは，都市・農村そして海岸部を選ぶ
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第 6表 フランス人の外出でのヴァカンスの十:;'i{OL}J YrとjI'i{ドi場!リi'(198511'.) 
(iji.{i/今:出)
IlI遊 ?i止i_1， ~.今 11 /Ii 伎十j 者1$dj' ~':: 1本
ホテル 13..1 13.1 3.7 0.6 .1.3 35.1 
立l'f1Hi!'叫包設 O. .1 5.0 1.9 0.1 0.2 7.6 
百Ij ~T 0.1 1.7 0.5 1 .1 O.!J !J.l 
1!j組・友人の家出 1.2 9.6 3.1 10.3 10.5 34.7 
長lij$見・友人の百IJ;jE 1.7 0.6 0.5 0.5 3.:3 
テント・キャラノ〈ン 、う).5 2.6 0.9 0.1 0.2 7.3 
その他 2.1 2.4 0.8 0.7 1.9 7.9 
ι1¥ 1 20.7 36.1 ]1.5 1:3.7 ]00.0 
u+l : INSEE 
2()も 10 10 20'¥， 
冬山jl19R4/8'iir.) ，).llJjI198'i{I'.1 
第27図 フランス人の職業別による外国でのヴァカンスの享受zfJ
資料:INSEE 
傾向が強い.統計をみると 滞在場所として 海岸部 IT遊そして者1$，'1部が多く この 3~' を合計ーす
ると，約 4分の 3に相当する.滞在場所'と托!{I~l場所ーを組み合わせてみると 回遊しながらのホテル1Ff
fl立が， 13.4 %で最も高率を示し，海岸部に滞在してホテル宿泊が13.1%になり，ついでねSrlに滞在し
て両親・友人の家屋に宿泊する者が続く.
J] 3 外国におけるヴァカンスの諸相
当然のこととして，五iTj主の通り，ヴァカンスの]主受率は，職業に応じて呉なっている.第271~1 は，
夏期と冬期に分けて職業ごとのヴァカンスの享受平が大きく呉なることを表現している.職業ごとの
差異は，冬期jに比較して夏期jに若しい.雨期とも 自由業・管理職に従事している階層が，¥=れi~gilj 合を
示している. とくに，自由業・管:理職層は，夏HJヴァカンス中に外出へiUI到する割合が21.2%に達し
ている.この層での外国ヴァカンスの背及状況は注目すべき高率で、ある.その他 変則に外国でヴァ
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カンスを享受する者が多いのは，仁1=11M]管翌日j肢・サービス業そして商工業主などである.サービス業や
労働者層にも比較的高率を示すのは，フランスに労働者として入国している階層や移民が，定期的に
出身凶へ帰国する状況が反映されているからである.一方，冬期には，サービス業に従卒する者そし
て1:こ1I日J;i{，:翌日j献などが平均1i!((4.] % )を越えている.夏期iに外国でヴァカンスを享受する者は，全体
の10.8%であり，冬期!では4.1%にすぎない. しかし，ヴァカンスを外国で過ごす傾向は高まりつつ
ある. また，外国でのヴァカンス滞在は，平均すると国内での滞在より長刻化しており ， 1984~85 i'1ミ
の冬山には12El 以上になり， 1985年の夏期には約22日間に達している.
N むすび
本稿は， 11l:界で、もヴァカンス先進国であるフランスを事例にして，そこでのヴァカンスを出来うる
I)J~ り多方面から解明しようとするものである.明らかになった事実は，以下の通りである.
1 .フランス人のうちヴァカンスを享受する割合は 年々増加iする傾向にあり ヴァカンスが人び
との!日]に没透しつつあることがわかる. 1985年にはフランス人の約60%がヴァカンスを楽しみ， 1人
あたりの滞在日数は約19日間である. また同時に，冬Wjスポーツの普及によって，冬期ヴァカンスも
広まり， 1 {j三に 2ITのヴァカンスを享受する{頃向カf生じている.ただし，ヰ1在のところ，ヴァカンス
は一年間のうちで 7. 8月に集i宇し この様相は外fHflでのヴァカンスの滞在についても向様である.
2 .ヴァカンスの享受率は，所得額に);と;じて呉なり，所得額が高まればその享受率は高まる.また，
n故業7JIにみても当然 滞在日数が著しく異なる点にも特色がある. とくに管理職・中間管理職は全体
の平均値を上まわり 一方 農業従事者のヴァカンスの享受は著しく少ない
3. ヴァカンスを享受する年齢!習をみると 30~39歳層が中心になり 家族単位のヴァカンスが主
体であることがわかる.またヴァカンスを享受する年齢層も高まり 高齢者層の割合も高まる傾向に
あり，高齢化社会がヴ、ァカンスにも反映している.
4. ヴァカンスの滞在場所に関しては，海岸部が多く，それに農村部・山岳部が続き，一方，回遊
の割合が低く r滞在?J!Jの休暇が主体である.
する場所は，両親・友人の家屋が最も多し=が，所得が高い層には別荘の所有が普及している.
一方，ヴァカンスの長い歴史を有するフランスでは，ホテルでの宿泊が相対的に低いことがわかる.
5.夏期ヴァカンスにおいて 入込客が集中するのは 地中海沿岸，ピスケー湾沿岸そしてイギリ
ス(tij:11J夫に而した沿岸，それに加えてアルプスUJ麓のような山岳滞在型も存在する.一方，冬期ヴァカ
ンス入込容の大多数は，オート・サヴォア県からジロンド県にわたる東西に引かれる線の南側に集中
する.それにアルプスLLi箆とピレネ一山脈にも入込客が多い.
6. フランスにおいて，ヴァカンスを享受する割合が高いのは イル・ドゥ・フランス地方を中心
として，フランスj塁内の南北性・東iJfltが存在する.すなわち，ヴァカンスを享受する人口は，南よ
り :1 ヒ~!fIS に集 1:1こl し，西より東部に集中する.このパターンは，都市化・工業化段階と一致する.そして
四ヨーロッパ内部における観光業の開縁部・核心部の現象とともに，フランス国内にも上記の現象が
みられる.
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7. フランスには，観光資源が豊富なため，外国入所有の別荘がj目えつつある.その分布の中心は，
ノ¥1)を1=1二l心としたイル・ドゥ・フランスj也方であり，その他はフランスの日Ij:-i:l~所有 j出と類似して海j苧
者1)やL1J岳部である.他方 フランス人が外国に別荘を所有する{頃向もあり， )JI荘所有がIlJiを越える
事象が生じつつある.
8. フランス人が海外で、ヴァカンスを過ごすことも，ili:年，顕著なことである. I'U 1主i先は，スペイ
ン・ポルトガル・イタリア そしてマグレブ諸国などであり，フランス人のヴァカンス仁1]の南下j見象
に特色がある.このことは凶ヨーロッパ内に存在する核心部・周縁部現象を如実に表出している
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L'analyse geographique des vacances en France 
par Nobuo TAKAHASHI 
Cel arLicle essaie d'elucider la structure des vacances en France au point de vue 
geographique. Les conclusions que l'on peul tirer de celte etude peuvent se resument brievement 
de la maniere suivanLe 
1. Le taux cle depart en vacance日 cle Ja popuJation resiclant en Jでrance augmente 
reguJieremenl. Le taux cle cleparl en vacances etait d'environ 60% par rapport a I'ensemble de Ja 
population， tanclis que la moyenne cle sejour etait cle 19 jOllrs par personne. Par ailJcllrs， en 
raison cle la cliffllsion cles vacanccs d'hiver， les Francais ont tenclance a prendre des vacances 
dellx fois par an 
2. Le tallx de clepart en vacances corresponcl al montant cles revenus， ainsi qu'a la hierarchie 
des c21legories sociales. Ce sont les cadres superieurs et les Fr21ncais occupant des pro[essions 
liberales qui partent le pJus souvent eηvacances， tandis que les agriculteurs ont le taux le plus 
faible 
3. Lorsqu'on est jeune， l'on a tendance a p21rtir pJus souvent en vacances， notamment JorsCjue 
I'on esL age entre 30 et 39 ans， Ol moins de 14. Mais en meme temps le taux cle clepart cle la 
populalion agee augmente peu a pel 
4. Le sejour cles vacances a la mer reste Ja plus prisee. Les voyages a la campagne maintien-
nent lelr c1euxieme pl21ce， tanclis qlle ceux a Ja montagne se positionnent a la troisieme place. Les 
vacances circlllantes restent faibles， en revanche， I'on aime sejollrner a la meme place 
5. Les v21canciers francais optent pOllr c1eux types c1e sejollr. Premierement. les sejours clans 
les regions cotieres， telles la mer Mediterranee， I'Ocean AtlantiCjle et la Manche， tandis que les se-
jours a la montagne c1ans les provinces des Alpes et des Pyrenees occupent le seconcl rang 
6. La repartition c1es vacanciers francais se concentre geographiCjllement c1ans la partie sep-
lentrionale c11 pays， plllS que dans celle c1u Micli， tanclis que la partie orientale s、avereplllS pOpll-
laire qlle celle c1e I'Ouest. Cette tendance corresponcl au degre d'ur七anisationet c1'inclustrialisa-
tIon 
7. Presentement， le nombre de resiclences secondaires posseclees par des etrangers allgmente 
en France sllrtout c1ans 12 region de l'Ile c1e France. TOlltefois les Francais aussi se construisent 
c1es residences seconclaires a I'etranger， ce qui revient a c1ire que la propriete c1e resiclences ne 
connait pas c1e frontieres pour les francais et les etrangers 
8. Maintenant la p21rt des sejollrs a l'etranger est importante. Les pays enregistrant la pllS 
forte affluence tOllristique venant de France sont l'Espagne， le Portugal， suivie c1es pays c1e LA.fri但
qlle c1u Nord (Algerie， Maroc， Tunisie) puis cle I'Italie. Les Francais ont tenclence a se jOllrner cle 
plllS en plllS c1ans les regions c11 sld. Le phenomene c1emontre Cjl'il y a une opposition entre les 
principales nations c1e I'Europe occiclentale et les pays c1'importance seconclaires c1e cette meme re-
glon 
